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研究成果の概要（和文）：本研究は、アフリカ大型類人猿の重要な生息地であるとともに、長期野外研究の拠点
でもあるアフリカ中部の三つの自然保護区（ガボン：ムカラバ・ドゥドゥ国立公園、コンゴ民主共和国：ルオー
学術保護区、タンザニア：マハレ山塊国立公園）を対象に人類学的調査をおこない、地域住民と類人猿の共存を
支える文化的基盤、研究が地域にもたらす影響、保全と開発に関わる諸アクターの関係をそれぞれ明らかにし
た。その結果をもとに、類人猿の研究と保全が統合的に発展し、将来にわたって地域の持続的開発にも資する保
護区運営システムを考案した。

研究成果の概要（英文）：This study conducted anthropological research in three protected areas of 
Africa (Moukalaba-Doudou National Park in Gabon; Luo Scientific Reserve in DRC, and Mahale Mountains
 National Park in Tanzania), which are important habitats for African great apes and also serve as 
bases for long-term field research. The study revealed the cultural basis for the coexistence of 
great apes and local people, the influence of research activities on the local communities, and the 
relationship between actors concerning conservation and development practices. Based on the results,
 the study discussed a effective protected area management system that integrates great ape research
 and conservation and contributes the sustainable local development in the area.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、アフリカ大型類人猿の長期野外研究拠点において、これまで十分に顧みられてこなかった地域の歴
史、文化、社会関係を明らかにした点、研究者と地域社会の関わりや、保全と開発に関わるアクターの役割を検
証した点、それらをもとに有効で持続的な保護区運営システムを考案した点で意義が大きい。本研究の成果は、
さまざまな保護区で参照・適用されることが望まれるものであり、多くの地域で生じている保全と開発をめぐる
対立を解消するための方策を提示するものとして期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
アフリカ熱帯林とそこにすむ野生動物は急激に減少しており、なかでも繁殖率が低く世代サ
イクルが長い大型類人猿は、生息地破壊による個体数減少からの回復が遅く、とくに脆弱である。
絶滅の危機にある類人猿を保全するためには、生息国の政治的な安定と持続的な社会経済開発
を推進するための支援が不可欠であり、地域社会に対する深い理解にもとづく住民参加型の保
全体制の整備が欠かせない。しかしながら、参加型の保全と開発の主体となるべき生息地の住民
の存在は、十分に顧みられているとはいいがたい。保全政策は住民の生活実態を考慮することな
く決定され、利益還元や補償は十分ではなく、長きにわたって住民が培ってきた類人猿との共存
の文化的基盤は捨象されてきた。地域住民と類人猿の共存を支える文化的基盤を解明し、地域に
根ざしたボトムアップの視点から、類人猿の研究と保全の統合的発展を支え、有効で持続的な保
護区運営システムを構築することが求められている。 
このような状況を打破するために報告者は、アフリカ大型類人猿の長期野外研究拠点である
ガボンのムカラバ・ドゥドゥ国立公園と、コンゴ民主共和国 (DRC) のルオー学術保護区のふた
つの自然保護区において、地域の歴史文化および地域コミュニティの動態に関する研究を実施
してきた。これまでの研究より、以下の 3点が明らかになっている。(1) ふたつの保護区は、生
態環境や保全上の位置づけが類似している一方で、文化的特徴は大きく異なっており、そうした
文化多様性を考慮した保護区運営が求められる。(2) どちらの保護区も外部者をふくめた多様な
アクターが複雑に関わっていることから、住民参加を推進するだけでなく、アクター同士が関係
を結び、それぞれに役割を果たすことができるような仕組みが必要である。(3) 長期研究によっ
て構築される地域住民との協力関係が保全と開発を推進するうえでも重要な基盤になるが、経
済的利益や、研究活動を通じて蓄積された地域社会に関する知識や情報が、保全と開発の実践に
かならずしも十分に生かされていない。 
 
２．研究の目的 
以上の背景をふまえて本研究では、アフリカ大型類人猿の重要な生息地であるとともに、長期
野外研究の拠点でもあるアフリカ中部の自然保護区において調査を実施する。これまでに調査
を継続してきたガボンのムカラバ・ドゥドゥ国立公園、DRCのルオー学術保護区にくわえて、
チンパンジーの長期研究拠点であるタンザニアのマハレ山塊国立公園を対象として、以下の三
つの課題に取り組む。(1) 地域社会の歴史背景および文化的特徴に関する人類学的調査をおこな
い、地域住民と類人猿の共存を支える文化的基盤を解明する。(2) 研究活動／研究者と地域社会
の関係についての民族誌的調査をおこない、研究が地域にもたらす影響を明らかにする。(3) 保
全と開発に関わる諸アクターの役割およびアクター間の関係についての調査をおこない、保全
と開発の統合のあり方を検討する。以上を通じて、地域に根ざした視点から、類人猿の研究と保
全が統合的に発展し、将来にわたって地域の持続的開発にも資するような新たな保護区運営シ
ステムを提案することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
ガボン、コンゴ民主共和国、タンザニアの三つのアフリカ大型類人猿の長期野外研究拠点を調
査地として、人類学的調査をおこなう。まず、大型類人猿保全、アフリカ熱帯林地域の歴史文化、
保全と住民の関係に関する文献を収集・分析し、それぞれの調査においてこれまでに集めたデー
タや情報について、本研究に関連するものを整理して調査の課題を抽出する。 
そのあと、それぞれの調査地において 1～2カ月程度の現地調査をおこなう。ムカラバ・ドゥ
ドゥ国立公園（ガボン）では、これまでおこなってきた自然資源利用や獣害に関する研究を継続
発展させるとともに、ゴリラと住民の関係についての聞きとり調査および、土地利用に関する地
理データの収集をおこなう。ルオー学術保護区（コンゴ民主共和国）では、これまでおこなって
きた住民組織の研究を継続発展させるとともに、ガボンでの調査と同様の方法で、ボノボと住民
の関係についての聞きとり調査をおこなう。マハレ山塊国立公園（タンザニア）では、生計経済
と資源利用、親族構造と社会関係、動物認識のそれぞれに関する基礎調査をおこない、地域の文
化的特徴を把握したうえで、チンパンジーと住民の関係についての聞きとり調査を実施する。 
つぎに、現地での調査と関連する研究者に対する聞き取りから、研究活動が地域の社会経済に
与える影響を明らかにする。さらに、現地調査と文献研究によって、各調査地の保全と開発に関
わる諸アクターの役割や関係性について調べる。 
 
４．研究成果 
三つの自然保護区において、地域住民と類人猿の共存を支える文化的基盤、研究が地域にもた
らす影響、保全と開発に関わる諸アクターの関係がそれぞれ明らかになり、いずれの地域にも共
通している点と、地域ごとに異なる点が見出された。また、その結果をもとに、類人猿の研究と
保全が統合的に発展し、将来にわたって地域の持続的開発にも資する保護区運営システムを提
案した。従来のように「研究」と「実践」を分けるのではなく、両者が一体となって発展するた



めの仕組みを取り入れ、関係する諸アクターが有機的に連携・協力することの必要性を指摘した。
以上の成果は、学術論文 3編、分担執筆 2本、編著 1冊などにまとめられた。 
新型コロナウイルス感染拡大のため、2020 年度と 2021 年度は渡航中止を余儀なくされ、現地
での活動をともなう研究の計画を延期せざるをえなくなったが、2022 年度に渡航を再開するこ
とができ、当初の計画からは 2年遅れることとなったが計画を完遂することができた。 
本研究は、アフリカ大型類人猿の長期野外研究拠点において、これまで十分に顧みられてこな
かった地域の歴史、文化、社会関係を明らかにした点、研究者と地域社会の関わりや保全と開発
に関わるアクターの役割を検証した点、それらをもとに有効で持続的な保護区運営システムを
考案した点で意義が大きい。本研究の成果は、さまざまな保護区で参照・適用されることが望ま
れるものであり、多くの地域で生じている保全と開発をめぐる対立を解消するための方策を提
示するものとして期待される。 
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